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接合部試験
1.目的 
本建物では、 屋根パネルを面外方向に方杖で支持する事で、 厚を薄く使用する方法を採
用しているが、さらなる施工の合理化及び の大判化を図るため、 パネル間をハーフラップ
ジョイントとし、木質構造用ビスでそれらを接合する方法を採用した。その接合部の強度試験を行い、
接合部の構造安全性を確認するとともに、設計用接合部強度特性値を誘導した。

図1.1 CLT屋根パネル伏図 
 

図 1.2 ハーフラップジョイント詳細 
 

2.接合部試験 
 接合部試験は、①面内せん断試験、②引抜き試験、③面外せん断試験の 種類の試験を行った。
 ①面内せん断試験は、水平構面の設計に必要となる接合部強度性能値を、②引抜き試験は、面外方

ハーフラップジョイント
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向の吹き上げ力に対する接合部強度性能値を、③面外せん断試験は、面外方向の鉛直力に対する構造
安全性を確認することを目的に試験を行った。

2.1試験体 
 (1)CLT：ヒノキ Mx90 3層 4 ﾌﾟﾗｲ 厚さ120mm 
 (2)木質構造用ビス：PS8-110 
  試験体図を図 ～図 に示す。

   
図2.1 面内せん断試験体(S-1～S-6)      図 2.2 引抜き試験体(T-1～T-6) 

 
図 2.3 面外せん断試験体（O-1～O-6） 
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2.2試験方法 
 ①面内せん断試験は、正負交番繰り返し加力、②引抜き試験及び③面外せん断試験は一方向の繰り
返し加力とした。試験状況を写真 ～写真 に示す。

 

写真2.1 試験状況（面内せん断試験）     写真2.2 試験状況（引抜き試験） 
 

 
写真2.3 試験状況（面外せん断試験） 

 
3.試験結果 
 面内せん断試験及び引抜き試験のビス 本あたりの特性値および包絡線を主な破壊状況と合わせ図
～図 に示す。面外せん断試験の 接合部あたりの包絡線および最大耐力を主な破壊状況と合わ

せ図 に示す。
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図3.1 試験結果（面内せん断試験） 

図3.2 試験結果（引抜き試験） 

図3.3 試験結果（面外せん断試験） 
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